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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　瓦の下端縁に沿って配置できる基準定規とこの基準定規に対して屋根の軒と隅棟と
がなす所定の角度に設定した傾斜定規とを備えた定規において、
基準定規を屋根の各段に先に葺かれた平形原形瓦の下端縁に、かつ、傾斜定規を隅棟中心
線にそれぞれ当てがい、先に葺かれた平形原形瓦の隅棟側の側端縁の位置を基準定規にマ
ーキングすると共に段数を示した数字を付し、
屋根の全ての段に対してマーキングと段数を示した数字を付した後、
隅瓦となる平形原形瓦の側端縁に前記マーキングを合わせて平形原形瓦の表面に傾斜定規
に沿ったカットラインを付し、
次に傾斜定規を裏返した方向になるように基準定規を前記平形原形瓦の下端縁に沿わせ、
傾斜定規が前記カットラインの下端縁と接する位置に設定し、
前記カットラインと傾斜定規が交差する方向に定規を動かし、平形原形瓦の側端縁とこの
側端縁に最も近い基準定規に付されたマーキングを合わせ、交差点と瓦の下端縁間の寸法
が許容寸法以内であれば傾斜定規に沿ったカットラインを付し、
許容交差寸法を超えた場合は基準定規を前記と反対方向に動かし、最初に平形原形瓦の側
端縁に出会うマーキングを平形原形瓦の側端縁に合わせて傾斜定規に沿ったカットライン
を付し、
１枚の平形原形瓦から右下り隅棟用のカット瓦と左下り隅棟用のカット瓦の各１枚を組み
合わせて切り出すようにした平形原形瓦から隅棟用カット瓦を切り出す方法。
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【請求項２】
　　　屋根の軒と隅棟とがなす角度と、屋根の各段に先に葺かれる原形寸法の瓦群の側端
縁の位置と隅棟間の寸法を、施工する屋根の形状、大きさ、勾配、使用する瓦の形状、大
きさの少なくともいずれかに基づいてコンピュータで計算し、前記計算角度で基準定規と
傾斜定規の角度を設定し、前記計算寸法を適用したマーキングと段数を示す数字を基準定
規に付した定規を使用する請求項１記載の平形原形瓦から隅棟用カット瓦を切り出す方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　この発明は、平形瓦からなる寄棟屋根の隅棟部を構成する隅棟用カット瓦を切り出
す方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　　　従来、平形瓦は工場等から原形（注１参照）の状態で敷設現場に輸送され、屋根の
中央部は平形原形瓦で葺いる。その後、屋根の隅棟部や谷部に使用する隅棟用カット瓦（
以降カット瓦と記す）は、敷施現場の地上や屋根上で平形原形瓦を必要寸法に合わせてカ
ットしていた。通常、下段から上段に向かって順番に瓦を葺くため、最下段のカット瓦か
ら、その都度カット瓦形状を測定、算出して平形原形瓦からから１枚のカット瓦を製作し
ていた。
（注１）ここで言う原形とは、瓦製造工場で規定の寸法に加工され、その状態で屋根の敷
設現場で屋根の平部に使用される形状を言う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２３１７１１
【特許文献２】特開２００４－５４５０６
【特許文献３】特開２００４－２２５３９１
【特許文献４】特公２８５８７９２
【特許文献５】特公４４３１７６２
【０００４】
【非特許文献１】ＪＩＳ Ａ ５４２３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　　　従来の敷設現場でカット瓦を製作する場合、切断残材の瓦が大きかったとしても、
その瓦を屋根のどの段に適用できるか分からないため利用される事は少なかった。この為
、廃材となる平形瓦の量も非常に多いものであった。
敷施現場で各段のカット瓦用の寸法を測定し、その寸法に合わせて地上や屋根上で平形原
形瓦を必要寸法に合わせてカットすることは、多くの時間を要し、作業効率は決して良い
ものでは無かった。また、廃材が多いとその処分にも多大な費用が発生し、如何に作業効
率を上げるか、如何に廃材を少なくするかと言う事が大きな課題であった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　　　本発明は、前記のような課題を解決するために事前に敷設現場の屋根寸法を測定す
る等により、工場等で敷設現場の屋根寸法に合わせて、一つの平部屋根面を構成する右下
り隅棟と左下り隅棟の全カット瓦形状を算出し、出来るだけ廃材が少なくなるように、右
下り隅棟と左下り隅棟のカット瓦を適切に組み合わせ、一枚の平形原形瓦から左右夫々の
１枚の隅棟部のカット瓦を切り出すようにしたものである。
【０００７】
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　　本発明の平形原形瓦からカット瓦を切り出す方法は、平形瓦からなる寄棟屋根の隅棟
部を構成するカット瓦において、屋根の、軒寸法、頂部棟幅寸法、軒から頂部棟までの寸
法（又は葺き瓦の段数）、平形原形瓦寸法（幅、長さ、働き部長さ）、平部屋根面の一段
目を葺く平形原形瓦の枚数、より一つの平部屋根面を構成する右下り隅棟と左下り隅棟の
全カット瓦形状を算出し、廃材が最も少なくなるように、１枚の平形原形瓦から右下り隅
棟用のカット瓦と左下り隅棟用のカット瓦の各１枚をそれぞれの下端縁が一直線となるよ
うに組み合わせて切り出すようにしている。このため、従来、右下り隅棟用のカット瓦若
しくは左下り隅棟用のカット瓦一枚を切り取った後、廃却されていた瓦の残材を活用して
前記の切り取った隅棟用瓦と反対棟側の瓦を切り取るようにしたので、廃却する部材が少
なくなり、平形原形瓦を有効活用することが出来る。
【０００８】
　　　本発明の平形原形瓦からカット瓦を切り出す他の方法は、左右の隅棟部のカット瓦
を適切に組み合わせ一枚の平形原形瓦から、左右夫々の１枚の隅棟部のカット瓦を切り出
すようにしたもので、カットラインがＹ字形状でその１辺は平形原形瓦の下端縁に垂直と
している。
　　Ｙ字の下端縁に垂直な一辺の寸法は、隅棟部の雨仕舞の関係で３０ｍｍ程度までは許
容できる。このため、左右隅棟用のカット瓦の先端を尖らせた状態で組み合わせるよりも
、廃材を少なく出来る。また、雨垂れがＹ字の下端縁に垂直な所で落下するため、隅棟部
での雨仕舞が良好になる。
【０００９】
　　　本発明の平形原形瓦からカット瓦を切り出す他の方法は、左右の隅棟部のカット瓦
を適切に組み合わせ一枚の平形原形瓦から、左右夫々の１枚の隅棟部のカット瓦を切り出
すようにしたもので、カットラインがＶ字形状にしている。このため、左右隅棟用のカッ
ト瓦を切り出すのに２回のカット操作で良く、切り出し作業時間が少なくて済み、廃材も
少なく出来る。
【００１０】
　　　本発明の平形原形瓦からカット瓦を切り出す他の方法は、左右の隅棟部のカット瓦
を適切に組み合わせ一枚の平形原形瓦から、左右夫々の１枚の隅棟部のカット瓦を切り出
すようにしたもので、カットラインが逆ハの字形状にしている。このため、左右隅棟用の
カット瓦を切り出すのに２回のカット操作で良く、操作時間が少なくて済み、廃材も少な
く出来る。
【００１１】
　　　本発明の平形原形瓦からカット瓦を切り出す他の方法は、左右の隅棟部のカット瓦
を適切に組み合わせ一枚の平形原形瓦から、左右夫々の１枚の隅棟部のカット瓦を切り出
すようにしたもので、カットラインが小文字のｙ字形状、または反転ｙ字形状にしている
。このため、左右隅棟用のカット瓦を切り出すのに２回のカット操作で良く、操作時間が
少なくて済み、廃材も少なく出来る。
【００１２】
　　　本発明の平形原形瓦からカット瓦を切り出す他の方法は、左右の隅棟部のカット瓦
を適切に組み合わせ一枚の平形原形瓦から、左右夫々の１枚の隅棟部のカット瓦を切り出
すようにしたもので、カットラインがＸ字形状にしている。このため、切断角度ガイドの
設定は一度で良く、操作時間が少なくて済み、廃材も少なく出来る。
　　このＸ字カットは主として棟包仕様に適用され、Ｘ字カットラインの下端縁との交点
間寸法は１００ｍｍ程度まで許容できるため、廃材も少なくなる。
【００１３】
　　　本発明の請求項１の平形原形瓦からカット瓦を切り出す方法は、瓦の下端縁に沿っ
て配置できる基準定規とこの基準定規に対して屋根の軒と隅棟とがなす所定の角度に設定
した傾斜定規とを備えた定規において、
基準定規に屋根の各段に先に葺かれる原形寸法の瓦群の側端縁の位置と隅棟間の寸法を基
準定規と傾斜定規の成す角度の先端を基準にマーキングすると共に段数を示した数字を付
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し、
屋根の全ての段に対してマーキングと段数を示した数字を付した後、
隅瓦となる平形原形瓦の側端縁に前記マーキングを合わせて平形原形瓦の表面に傾斜定規
に沿ったカットラインを付し、
次に傾斜定規を裏返した方向になるように基準定規を前記平形原形瓦の下端縁に沿わせ、
傾斜定規が前記カットラインの下端縁と接する位置に設定し、
前記カットラインと傾斜定規が交差する方向に定規を動かし、平形原形瓦の側端縁とこの
側端縁に最も近い基準定規に付されたマーキングを合わせ、交差点と瓦の下端縁間の寸法
が許容寸法以内であれば傾斜定規に沿ったカットラインを付し、
許容交差寸法を超えた場合は基準定規を反対方向に動かし、最初に平形原形瓦の側端縁に
出会うマーキングを平形原形瓦の側端縁に合わせて傾斜定規に沿ったカットラインを付し
、
１枚の平形原形瓦から右下り隅棟用のカット瓦と左下り隅棟用のカット瓦の各１枚を組み
合わせて切り出すようにした平形原形瓦からカット瓦を切り出すようにしたものである。
このため、前記定規を用いることにより、廃材が少なくなる左右隅棟瓦の組み合わせを容
易に選定でき、作業効率が上がり廃材も少なく出来る。
　　　定規は、特許公報４４３１７６２に記載している各種定規が使用でき、基準定規の
マーキング位置は敷設現場で実測しても良いし、コンピュータで計算してもよい。
【００１４】
　　　本発明の請求項２の平形原形瓦からカット瓦を切り出す方法は、軒寸法、頂部棟幅
寸法、軒から頂部棟までの寸法、平形原形瓦の幅より、屋根の軒と隅棟とがなす角度と、
屋根の各段に先に葺かれる原形寸法の瓦群の側端縁の位置と隅棟間の寸法を、施工する屋
根の形状、大きさ、勾配、使用する瓦の形状、大きさの少なくともいずれかに基づいてコ
ンピュータで計算し、前記計算角度で基準定規と傾斜定規の角度を設定し、前記計算寸法
を適用したマーキングと段数を示す数字を基準定規に付した定規を使用して、１枚の平形
原形瓦から右下り隅棟用のカット瓦と左下り隅棟用のカット瓦の各１枚を組み合わせて切
り出すようにしたものである。
　　　このため、敷設現場の屋根に原形寸法の瓦群が葺かれていなくてもマーキングと段
数を付した定規を製作でき、また、敷設現場で屋根の各段に先に葺かれる原形寸法の瓦群
の側端縁の位置と隅棟間の寸法を基準定規と傾斜定規の成す角度の先端を基準にマーキン
グすると共に段数を示した数字を付す作業もなく、定規を製作できる。そして、この定規
を用いることにより、廃材が少なくなる左右隅棟瓦の組み合わせを容易に選定でき、作業
効率が上がり廃材も少なく出来る。定規は、特許公報４４３１７６２に記載している各種
定規が使用できる。
【００１５】
　　　カット形状はＹ字形状、Ｖ字形状、逆ハの字形状、小文字のｙ字形状または反転ｙ
字形状、Ｘ字形状の何れかとしてカット瓦を２枚取りするようにしているが、カット瓦の
大きさ上やむをえない場合は１枚の平形原形瓦から１枚のカット瓦を切り出している。
不要部分はカット加工をした後廃却処分する。 
【発明の効果】
【００１６】
　　　本発明は、工場等で事前に敷設現場の屋根寸法に合わせて、屋根の隅棟部や谷部等
の必要寸法に合わせて平形原形瓦からカット瓦を必要数カットし、敷設現場に輸送するよ
うにしているので、敷設現場で平形原形瓦からカット瓦をカットしていた従来方法に比べ
、現場での寸法測定、カットの手間、費用等を要さずに効率良くカット瓦を敷設でき、瓦
相互の葺合わせ精度が向上し、雨仕舞いが確実になり、しかも全体での瓦使用枚数が低減
できるため、平形原形瓦費用や輸送コストが低減でき、また、現地での廃材処理も不要に
なる。また、工場等で加工することができ、更には作業現場での作業手順を考慮して積み
重ね輸送するようにしたので、現場での作業が容易になり工期が短縮され、コストが総合
的に安価になる。
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【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】平形スレート原形瓦のＹ字カット例
【図２】寄棟屋根の平面図例
【図３】正面平部屋根右下り隅棟部の平形スレート瓦葺き図例
【図４】平形スレート原形瓦例
【図５】平形スレート原形瓦の組合せカット例
【図６】平形スレート原形瓦の２枚取りＶ字カット例
【図７】平形スレート原形瓦の２枚取り逆ハの字カット例
【図８】平形スレート原形瓦の２枚取り小文字ｙ字カット例
【図９】平形スレート原形瓦の２枚取りＸ字カット例
【図１０】中間平形スレート原形瓦の右側に定規をセットする状態を示す平面図の例
【図１１】平形スレート原形瓦の一回目のカットライン特定工程を示す平面図の例
【図１２】平形スレート原形瓦の二回目のカットライン特定工程を示す平面図の例
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　　　次に、本発明を実施するための形態について図面を参照しながら、平形瓦として一
般的に使用されている平形スレート瓦を例に説明する。ただし、以下に示す実施例は、本
発明の技術思想を具体化するための平形カット瓦のカット例を例示するものであって、以
下のものに特定しない。
【実施例】
【００１９】
　　図２は一般的な寄棟屋根５０の平面図を示し、正面平部屋根５１、左側面平部屋根５
２、裏面平部屋根５３、右側面平部屋根５４が夫々４つの隅棟部で突き合わさっている。
正面平部屋根５１は、裏面平部屋根５３とは頂部棟５８で、左側面平部屋根５２とは左下
り隅棟５６で、右側面平部屋根５４とは右下り隅棟５５で突き合わさっている。
　　図３は正面平部屋根５１の平形スレート原形瓦６０や右下り隅棟５５部分のカット瓦
葺き図の１例を示す。正面平部屋根５１の左下り隅棟５６部分のカット瓦葺き図は図３と
左右対称形となる。図（３ａ）は平形スレート原形瓦６０の積重ね図を、図（３ｂ）は正
面平部屋根５１の段数を、図（３ｃ）は平形スレート原形瓦６０とカット瓦の配列を示し
ている。図（３ｃ）の白い四角形は平形スレート原形瓦を、灰色に塗りつぶされている箇
所はカット瓦を示している。
【００２０】
　　　図４は平形スレート原形瓦６０であり、６１は下端縁、６２は左側端縁であり、平
坦部の働き部６３は平形スレート瓦で屋根を葺いたときに外部に露出する部分、重なり部
６４は平形スレート瓦で屋根を葺いたときに上の段の平形スレート瓦が上に重なる部分で
ある。
住宅屋根用化粧スレートがＪＩＳ　Ａ　５４２３に規定されており、平形スレート原形瓦
６０の寸法の一例を示すと、幅９１０ｍｍ、長さ４１４ｍｍ、厚さ６ｍｍ、働き部６３は
幅９１０ｍｍ、長さ１８２ｍｍである。
【００２１】
　　　図５は寄棟屋根の葺き瓦の段数が２０段の場合の右下り隅棟５５と左下り隅棟５６
のカット瓦を１枚の平形スレート原形瓦６０から切り出す場合のカットの一例を示す。平
形スレート原形瓦６０から切り出されるカット瓦は、平部屋根面の一面を構成する右下り
隅棟と左下り隅棟の全カット瓦形状を算出し、図５に示すように１枚もしくは右下り隅棟
と左下り隅棟のカット瓦の各１枚を適切に組み合わせた２枚の有用カット瓦に分割される
。
例えば、最上部左端の図は、右下り隅棟５５の１段目のカット瓦１Ｒと左下り隅棟５６の
６段目のカット瓦６Ｌを１枚の平形スレート原形瓦６０から切り出すカット図である。灰
色に塗りつぶした部分は、廃材となる部分を示す。以下、他の図も同様な意味合いを持た
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せて記号を付し、また、塗りつぶしをしてある。数字は葺き瓦の段数を、Ｒは右下り隅棟
用の瓦を、Ｌは左下り隅棟用の瓦を、灰色に塗りつぶした部分は廃材となる部分を意味す
る。
【００２２】
　　　具体例の屋根寸法として、軒寸法６７８０ｍｍ、頂部棟幅寸法０ｍｍ、葺き瓦の段
数２０段をＪＩＳ　Ａ　５４２３に規定されている平形スレート原形瓦の幅９１０ｍｍ、
長さ４１４ｍｍ、厚さ６ｍｍ、働き部長さ１８２ｍｍで葺く場合を例に取り、右隅棟と左
隅棟のカット瓦の組み合わせ方法を説明する。平部屋根面の一段目、奇数段目は偶数枚の
平形スレート原形瓦で、２段目、遇数段目は寄数枚の平形スレート原形瓦で所定枚数葺く
ものとする。
隅棟部の角度は、瓦敷設現場で定規により合わせ込んで設定できる。また、軒寸法、軒か
ら頂部棟までの寸法、頂部棟幅寸法等を用いても隅棟部の角度を計算できる。今回の例で
は０．８２ラジアンとなる。
【００２３】
　　　軒寸法、軒から頂部棟までの寸法、平形スレート原形瓦の幅、隅棟部の角度より葺
き瓦の全２０段の下端縁寸法を計算する。軒寸法、軒から頂部棟までの寸法、隅棟部の角
度は現地で寸法確認することによりカット瓦を作ることもできる。軒中心から同一段の右
隅棟と左隅棟までの寸法は同一である。
次に、各段の下端縁寸法と平形スレート原形瓦の幅より、各段に敷設する中間平形スレー
ト原形瓦の枚数を計算する。前記屋根寸法の場合、一段目の平形スレート原形瓦の枚数は
右半分に３枚、左半分に３枚の合計６枚となる。
各段の下端縁寸法、平形スレート原形瓦の枚数より、各段のカット瓦の下端縁寸法が計算
できる。カット瓦の下端縁寸法が決まれば斜めに切断する角度は隅棟部の角度と同一であ
るので、各段のカット瓦の寸法諸元は決定する。
【００２４】
　　　敷設現場の屋根に中間平形スレート原形瓦６５が葺かれている場合は、敷設現場で
定規８０を使い、次のように基準定規８２にマーキングする。図１０に示すように、基準
定規を屋根の各段に先に葺かれた中間平形スレート原形瓦６５の下端縁に、傾斜定規８１
を右下り隅棟中心線８２にそれぞれ当てがい、先に葺かれた中間平形スレート原形瓦６５
の隅棟側の側端縁の位置を基準定規８２にマーキングすると共に段数を示した数字を付す
。左右いずれかの隅棟の２０段の下端縁寸法全てを基準定規８２上に記載する。
基準定規８２の表、裏面の両面に記載しても良いが、基準定規８２を透明部材で製作する
と片面に記載したマーキング、数字を反対面から見ることが出来るので便利である。
 
【００２５】
　　　次に、平形スレート原形瓦６０の表面にカット瓦のカットラインを付す。まず、図
１１に示すように、基準定規８２の一段目の印の付された箇所を隅瓦となる前記平形スレ
ート原形瓦６０の側端縁に前記マーキングを合わせて平形スレート原形瓦６０の表面に傾
斜定規８１に沿ったカットライン８３を付し、次に図１２に示すように、傾斜定規８１を
裏返した方向になるように、もしくは傾斜角が反転した定規９０の基準定規９２を前記平
形スレート原形瓦６０の下端縁に沿わせ、傾斜定規９１が前記カットライン８３の下端縁
と接する位置に設定し、
前記カットライン８３と傾斜定規９１が交差する方向に定規を動かし、平形スレート原形
瓦６０の側端縁とこの側端縁に最も近い基準定規９２に付されたマーキングを合わせ、交
差点と瓦の下端縁間の寸法が許容寸法以内であれば傾斜定規９１に沿ったカットラインを
付し、
許容寸法を超えた場合は基準定規９２を反対方向に動かし、最初に平形スレート原形瓦６
０の側端縁に出会うマーキングを平形スレート原形瓦６０の側端縁に合わせて傾斜定規９
１に沿ったカットラインを付す。
カットラインが交差している場合は、更に、交点から平形スレート原形瓦６０の下端縁に
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向かって垂直にカットラインを付す。 
【００２６】
　　　図１は平形スレート原形瓦６０の２枚取りＹ字カット方法の１実施例を示すもので
ある。平形スレート原形瓦６０から左右隅棟のカット瓦を２枚取りする場合のカットライ
ンがＹ字形状で、前記カットラインが交差し、交差点と瓦の下端縁間の寸法が許容寸法以
内であり、交点から下のカットラインは２本共抹消し、改めて、交点から平形スレート原
形瓦６０の下端縁に向かって垂直にカットラインを付した場合に相当する。
　　　Ｙ字形状のカットラインで右隅棟部用のカット瓦１Ｒ、左隅棟部用のカット瓦６Ｌ
、廃材７０に分けられる。θは軒と隅棟になす角度と同一である。
【００２７】
　　　図６は平形スレート原形瓦６０の２枚取りＶ字カット方法の１実施例を示すもので
ある。平形スレート原形瓦６０から左右隅棟のカット瓦を２枚取りする場合のカットライ
ンがＶ字形状で、前記カットラインの交差点と瓦の下端縁間の寸法が許容寸法を超え、基
準定規を反対方向に動かし、最初に平形スレート原形瓦６０の側端縁に出会うマーキング
を平形スレート原形瓦６０の側端縁に合わせて傾斜定規に沿ったカットラインを付したラ
インが先に付したカットラインと平形スレート原形瓦６０の下端縁で接した場合に相当す
る。
Ｖ字形状のカットラインで右隅棟部用のカット瓦１０１Ｒ、左隅棟部用のカット瓦１０６
Ｌ、廃材１７０に分けられる。θは軒と隅棟になす角度と同一である。
【００２８】
　　　図７は平形スレート原形瓦６０の２枚取り逆ハの字形状のカット方法の１実施例を
示すものである。平形スレート原形瓦６０から左右隅棟のカット瓦を２枚取りする場合の
カットラインが逆ハの字形状で、前記カットラインの交差点と瓦の下端縁間の寸法が許容
寸法を超え、基準定規を反対方向に動かし、最初に平形スレート原形瓦６０の側端縁に出
会うマーキングを平形スレート原形瓦６０の側端縁に合わせて傾斜定規に沿ったカットラ
インを付したラインが先に付したカットラインと平形スレート原形瓦６０の下端縁で離れ
た場合に相当する。
逆ハの字形状のカットラインで右隅棟部用のカット瓦２０１Ｒ、左隅棟部用のカット瓦２
０６Ｌ、廃材２７０に分けられる。θは軒と隅棟になす角度と同一である。
【００２９】
　　　図８は平形スレート原形瓦６０の２枚取りｙ字形状のカット方法の１実施例を示す
ものである。平形スレート原形瓦６０から左右隅棟のカット瓦を２枚取りする場合のカッ
トラインがｙ字形状で、前記カットラインが交差し、交差点と瓦の下端縁間の寸法が許容
寸法以内であり、交点から平形スレート原形瓦６０下端縁に向かう２本のカットラインの
一方を抹消した場合に相当する。ｙ字形状のカットラインで右隅棟部用のカット瓦３０１
Ｒ、左隅棟部用のカット瓦３０６Ｌ、廃材３７０に分けられる。θは軒と隅棟になす角度
と同一である。
【００３０】
　　　図９は平形スレート原形瓦６０の２枚取りＸ字形状のカット方法の１実施例を示す
ものである。平形スレート原形瓦６０から左右隅棟のカット瓦を２枚取りする場合のカッ
トラインがＸ字形状で、前記カットラインが交差し、交差点と瓦の下端縁間の寸法が許容
寸法以内である場合に相当する。このＸ字カットは主として棟包仕様に適用されるもので
、Ｙ字カットの場合と異なり、カットラインの交点と下端縁との交点間寸法は１００ｍｍ
程度まで許容できる。Ｘ字形状のカットラインで右隅棟部用のカット瓦４０１Ｒ、左隅棟
部用のカット瓦４０６Ｌ、廃材４７０、４７１に分けられる。θは軒と隅棟になす角度と
同一である。
【符号の説明】
【００３１】
　　１Ｒ（１Ｌ） 右下り棟1段目のカット瓦（左下り棟１段目のカット瓦）
　　２Ｒ（２Ｌ） 右下り棟２段目のカット瓦（左下り棟２段目のカット瓦）
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　　３Ｒ（３Ｌ） 右下り棟３段目のカット瓦（左下り棟３段目のカット瓦）
　　４Ｒ（４Ｌ） 右下り棟４段目のカット瓦（左下り棟４段目のカット瓦）
　　５Ｒ（５Ｌ） 右下り棟５段目のカット瓦（左下り棟５段目のカット瓦）
　　６Ｒ（６Ｌ） 右下り棟６段目のカット瓦（左下り棟６段目のカット瓦）
　　７Ｒ（７Ｌ） 右下り棟７段目のカット瓦（左下り棟７段目のカット瓦）
　　８Ｒ（８Ｌ） 右下り棟８段目のカット瓦（左下り棟８段目のカット瓦）
　　９Ｒ（９Ｌ） 右下り棟９段目のカット瓦（左下り棟９段目のカット瓦）
　　９ＲＳ（９ＬＳ）右下り棟９段目のカット瓦（左下り棟９段目のカット瓦）
　　　　　　　　　　　９Ｒ（９Ｌ）の隅棟側に配置される小片
　　１０Ｒ（１０Ｌ）　右下り棟１０段目のカット瓦（左下り棟１０段目のカット瓦）
　１１Ｒ（１１Ｌ）　右下り棟１１段目のカット瓦（左下り棟１１段目のカット瓦）
　１２Ｒ（１２Ｌ）　右下り棟１２段目のカット瓦（左下り棟１２段目のカット瓦）
　１２ＲＳ（１２ＬＳ） 右下り棟１２段目のカット瓦（左下り棟１２段目のカット瓦）
１２Ｒ（１２Ｌ）の隅棟側に配置される小片
　１３Ｒ（１３Ｌ）   右下り棟１３段目のカット瓦（左下り棟１３段目のカット瓦）
　１４Ｒ（１４Ｌ）   右下り棟１４段目のカット瓦（左下り棟１４段目のカット瓦）
　１５Ｒ（１５Ｌ）   右下り棟１５段目のカット瓦（左下り棟１５段目のカット瓦）
　１５ＲＳ（１５ＬＳ） 右下り棟１５段目のカット瓦（左下り棟１５段目のカット瓦）
１５Ｒ（１５Ｌ）の隅棟側に配置される小片
　１６Ｒ（１６Ｌ）   右下り棟１６段目のカット瓦（左下り棟１６段目のカット瓦）
　１７Ｒ（１７Ｌ）   右下り棟１７段目のカット瓦（左下り棟１７段目のカット瓦）
　１８Ｒ（１８Ｌ）   右下り棟１８段目のカット瓦（左下り棟１８段目のカット瓦）
　１９Ｒ（１９Ｌ）   右下り棟１９段目のカット瓦（左下り棟１９段目のカット瓦）
　２０Ｒ（２０Ｌ）   右下り棟２０段目のカット瓦（左下り棟２０段目のカット瓦）
　　
　　５０　寄棟屋根
　　５１　正面平部屋根
　　５２　左側面平部屋根
　　５３　裏面平部屋根
　　５４　右側面平部屋根
　　５５　正面平部屋根の右下り隅棟
　　５６　正面平部屋根の左下り隅棟
　　５７　軒部
　　５８　頂部棟
　　
　　６０　平形スレート原形瓦
　　６１　下端縁
　　６２　左側端縁
　　６３　働き部
　　６４　重なり部
　　６５　中間平形スレート原形瓦
　　
　　８０　定規
　　８１　傾斜定規
　　８２　基準定規
　　８３　カットライン
　　
　　９０　定規
　　９１　傾斜定規
　　９２　基準定規



(9) JP 5984128 B2 2016.9.6

10

　　
　　１０１Ｒ　右隅棟用カット瓦
　　１０６Ｌ　左隅棟用カット瓦
　　１７０　　廃材
　　
　　２０１Ｒ　右隅棟用カット瓦
　　２０６Ｌ　左隅棟用カット瓦
　　２７０　　廃材
　　
　　３０１Ｒ　右隅棟用カット瓦
　　３０６Ｌ　左隅棟用カット瓦
　　３７０　　廃材
　　
　　４０１Ｒ　右隅棟用カット瓦
　　４０６Ｌ　左隅棟用カット瓦
　　４７０　　廃材
　　４７１　　廃材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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